
　
写
真
１
は
霜
害
に
よ
り
莢
の
外
皮
に
浮
い
て
見

ら
れ
る
白
い
斑
点
、
エ
ン
ド
ウ
は
幼
苗
の
耐
寒
性

は
高
い
が
、
着
莢
期
以
降
は
寒
害
が
出
や
す
く
な

る
。
赤
花
品
種
で
は
低
温
に
よ
り
、
日
の
当
た
る

側
に
ア
ン
ト
シ
ア
ン
色
素
が
出
て
、
商
品
性
を
損

な
う
こ
と
が
あ
る（
写
真
２
）。
寒
害
を
受
け
に
く

い
圃
場
、
品
種
お
よ
び
作
型
の
選
定
が
必
要
。
写

真
３
は
空
気
莢
と
呼
ば
れ
る
子
実
の
発
育
不
良
。

施
設
の
秋
ま
き
栽
培
で
冬
季（
２
～
３
月
）に
発
生

し
、
莢
は
正
常
に
も
か
か
わ
ら
ず
子
実
の
生
育
が

滞
る
。
昼
間
の
低
温
と
寡
日
照
に
よ
り
多
発
す
る

こ
と
か
ら
、
昼
間
の
温
度
確
保
が
対
策
と
な
る
。

写
真
４
は
湿
害
に
よ
る
下
葉
か
ら
の
黄
化
、
枯
死

症
状
。
エ
ン
ド
ウ
は
根
が
深
く
、
酸
素
要
求
量
の

高
い
野
菜
の
た
め
湿
害
を
受
け
や
す
い
。
暗あ

ん

渠き
ょ

排

水
、
高
畝
な
ど
の
排
水
対
策
に
加
え
、
堆た

い

肥ひ

な
ど

の
有
機
質
資
材
を
施
用
し
、
膨
軟
で
深
い
作
土
を

確
保
す
る
こ
と
が
有
効
。
写
真
５
は
鉄
欠
乏
に
よ

り
上
位
葉
の
黄
化
し
た
症
状
。
土
壌
pH
が
高
い
場

合
に
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。
水
耕
栽
培
で
は
、

マ
ン
ガ
ン
の
過
剰
や
亜
硝
酸
の
吸
収
障
害
に
よ
っ

て
も
同
様
の
症
状
が
発
生
す
る
。

　
以
降
は
水
耕
に
よ
る
再
現
写
真
。
エ
ン
ド
ウ
の

要
素
障
害
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
水
耕

で
は
容
易
に
発
生
す
る
。
写
真
６
は
カ
リ
ウ
ム
の

欠
乏
症
、
下
葉
の
縁
か
ら
、
境
界
の
明
瞭
な
大
き

な
枯
死
斑
を
作
る
。
写
真
７
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
欠

乏
症
。
中
～
下
位
葉
の
葉
脈
間
か
ら
黄
化
す
る
。

ま
た
、
周
辺
部
は
黄
化
が
進
ま
ず
、
グ
リ
ー
ン
リ

ン
グ
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
写
真
８
は
ホ
ウ
素
の

欠
乏
症
、
新
葉
の
展
開
時
に
先
端
辺
り
の
周
辺
部

か
ら
枯
死
し
た
り
、
奇
形
葉
に
な
っ
た
り
と
カ
ル

シ
ウ
ム
の
欠
乏
と
類
似
す
る
。
ま
た
巻
き
ひ
げ
の

枯
死
や
、
子
実
の
不
稔
も
増
加
し
た
。
写
真
９
は

ホ
ウ
素
の
過
剰
症
、
下
葉
か
ら
発
生
し
葉
脈
間
が

斑
点
状
に
、
ま
た
は
周
辺
部
か
ら
枯
死
し
た
。
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〜起こりがちな生理障害と対処方法〜

エンドウは涼しく乾燥した気候を好み、
高温・過湿では障害が起こりやすくなります。
また、低温でも霜害が起こるなど適温域が
比較的狭いのも特徴です。要素障害は少ない
方ですが、酸性土壌を嫌うので土壌のpHを

６～７程度に保つようにします。
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エ
ン
ド
ウ
は
中
央
ア
ジ
ア
、
中
近
東
が
原
産

と
考
え
ら
れ
る
歴
史
の
古
い
作
物
で
、
石
器
時

代
の
遺
跡
か
ら
も
出
土
し
て
い
ま
す
。
原
産
地

の
気
候
風
土
か
ら
、
比
較
的
乾
燥
し
た
涼
し
い

気
候
を
好
み
、
高
温
・
過
湿
に
は
弱
く
酸
性
土

壌
を
嫌
い
ま
す
。

　

生
育
適
温
15
～
20
℃
程
度
、
適
温
域
が
や
や

狭
く
、
25
℃
以
上
で
は
急
速
に
草
勢
が
低
下
し

ま
す
。
低
温
に
よ
る
各
種
の
障
害
が
あ
り
、
着ち

ゃ
っ

莢き
ょ
う

期
以
降
は「
霜
害
」に
よ
る
莢さ

や

の
退
色
が
見
ら

れ
ま
す
。
赤
花
品
種
で
は
ア
ン
ト
シ
ア
ン
に
よ

り
莢
が
着
色
す
る
こ
と
が
あ
り
、
施
設
栽
培
で

は
、
莢
は
正
常
な
の
に
子
実（
種
子
）の
発
育
が

不
良
と
な
る「
空
気
莢
」が
発
生
し
ま
す
。

　

土
壌
は
あ
ま
り
選
び
ま
せ
ん
が
、
過
湿
に
弱

く
圃ほ

場
が
湛
水
す
る
場
合
、
容
易
に「
湿
害
」が

発
生
し
ま
す
。
肥
料
要
素
の
過
不
足
に
よ
る
障

害
は
少
な
い
方
で
、
鉄
欠
乏
や
ホ
ウ
素
過
剰
が

ま
れ
に
見
ら
れ
る
程
度
で
す
。
ま
た
、
エ
ン
ド

ウ
は
酸
性
土
壌
を
嫌
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
に

酸
性
で
可
溶
化
す
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
害
で
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
多
い
黒
ボ
ク
土
な
ど
で
は
注

意
が
必
要
で
す
。
エ
ン
ド
ウ
の
生
育
に
好
適
な

土
壌
pH
は
６
～
７
程
度
で
す
。




